
丹波黒大豆の葉付き乾燥技術
(葉落としせずに子実の早期出荷ができる

乾燥機制御方式を共同開発）

中腰で１２時間／10aもか
かる葉落とし作業。

南部 ど自然落葉が

葉付き乾燥によればこの
葉落としは省略できる。

時 機械乾燥中

乾燥開始時期別に温湿
度制御方式を開発

排 ダ パ 制御

【背景・目的・成果】 中腰で１２時間／１０ａかかる重労働の葉落とし作業をなくしたい。葉付き状態
の乾燥技術の開発ができ、制御機能付き乾燥機が市販されます。

県南部ほど自然落葉が
遅く、難渋・・・。それまで
放っておくと、年内出荷に
間に合わない。

同時に機械乾燥中の湿
度状態がうまく保たれる。

･排湿ダンパー制御

･時期別一定湿度管理

･タイマー など

乾燥所要日数の目安

葉付きで刈取り

前期＝2.5日

中期＝2.0日

後期＝1.5日

詰め込みはすき間無く 束ねて搬入 子実は薄ピンク～黒色

赤色では3日で無理

温度管理プログラム

最初は高温管理、順次温度
を下げることで、品質を保ちな
がら、乾燥機の能力を生かす
ことができる。

時期別に庫内湿度を設定

新制御盤と調湿型乾燥
機本体

通風型乾燥機

時期別に庫内湿度を設定。

慣行の葉取り乾燥と遜色な
い仕上がり品位

前期 中期 後期

67% 72% 77%
乾燥効率が劣るもの
の、後半の送風湿度
に注意することで葉
付き乾燥ができる。

型式名：TK-1-K

い仕上がり品位
型式名：BCN-C2-HA

兵庫県立農林水産技術総合センター 農業技術センター 作物・経営機械部

【技術の活用】 １１月中旬から葉付きなら乾燥を始めることができます。結果、乾燥機のロー
テーション回数を増やすことができます。１２月からは自然落葉した株の乾燥も行います。


